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等脚目甲殻類は海，陸水，陸にわたるという多く
の環境にわたって生息している甲殻類である．陸の
ワラジムシや海辺のフナムシ･ダンゴムシ，海中の
ヘラムシやコツブムシなどを含むきわめて多様な動
物群である．日本の等脚目甲殻類は関東，北陸，瀬
戸内海，天草などで比較的研究が進み，北海道では
北海道大学の研究施設のある忍路，臼尻，厚岸など
中心に比較的進んでいるが，利尻島や礼文島，道北
の等脚類相はほとんど解明されていなかった．私は
1995 年利尻町による利尻島招聘事業により利尻島
をはじめ，礼文島，稚内市の調査を行うことができ，
これらの地域の等脚類相，特に海岸，陸，ならびに
陸水域の調査をすることができたので報告する．

調査地域及び調査日程
 1995 年 7月 6日 稚内市富士見
 7 日 利尻島仙法志他
 8 日 利尻島野塚ポロフンベ
 9 日 利尻島仙法志
  礼文島（香深，奮部，知床他）
 10 日 礼文島（久種湖，浜中，スコト

ン岬他）
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Abstract. A faunal survey on isopod crustaceans was carried out in Rishiri Island and its neighboring areas, 

northern Hokkaido, northern Japan in 1995 and several series of isopod specimens were also examined. At 

the result, a total of 14 species including 6 marine species, 2 species and 6 terrestrial species are recorded 

from the area.

  利尻島沓形他
 11 日 利尻島蘭泊長浜他
  稚内市富士見
 12 日 稚内市坂の下，野寒布岬，宝来，

メグマ沼

調査方法
陸産種は落葉層等や石の下を見つけ取りで行っ
た，また利尻町立博物館の佐藤学芸員によるトラッ
プの成果品の一部も調査した．また，海浜域の飛
沫帯に生息するものについてはラック堆や流木のう
ら，岩石の割れ目，砂や砂利の場合は 30cm程度ま
で掘って調査をした．淡水産は見つけ取りで調査を
した．海産種は潮間帯の調査のうち，岩礁海岸など
Hardbottomの海岸では，転石の下，海藻の群落中
をハンドソーテングで，砂浜海岸など Softbottom
の場合は，汀線付近を掘って採集を行った．なお，
調査標本は利尻町立博物館ならびに富山市科学文化
センターに保管される．

調査結果
海産種 6種，淡水種 2種，陸産種 6種の計 14種
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を確認できた．また，利尻島をはじめその近辺の礼
文島及び北海道本土の最北端の稚内周辺の海産種に
ついては対馬暖流影響下にあり，東北地方，北陸地
方のそれと共通種が多かった．純陸産種については
ワラジムシとニホンヒメフナムシの 2種のみが確
認されたが，海浜性のワラジムシ類には 3種が確
認された．

等脚目（ワラジムシ目）Isopoda
ウミナナフシ亜目Anthuridea
ウミナナフシ科 Paranthuridae

ヤマトウミナナフシ Paranthura japonica Rich-
ardson, 1906

〔調査標本〕利尻島仙法志 1♀，July 7，1995，1
♀，布村昇 ; 利尻島沓形，July 8，1995，1♂，佐
藤雅彦

ミズムシ亜目Asellota
ミズムシ科Asellidae

ミズムシAsellus hilgendorfi filgendorfi Bovallius, 
1886

〔調査標本〕稚内市メグマ沼 , July 12, 1995, 2 ♂
♂ 4♀♀ , 布村昇
最近まで利尻島各地で生息していた（佐藤雅彦に
よる）というが，今回の調査では利尻島及び礼文島
からは確認できなかった．

ウミミズムシ科 Janiridae
ウミミズムシの 1 種 Ianiropsis sp. (aff. Kincardi 
(Thielemann, 1910))

〔調査標本〕利尻島仙法志 , July 7, 1995, 9  exs, 
布村昇 ; 利尻島ポロフンベ , July 8, 1995, 5 exs, 
布村昇 ; 利尻島富士岬 , July 8, 1995, 3 exs, 布村
昇 ; 利尻島野塚 , July 8, 1995, 16 exs, 布村昇 ; 利
尻島沼浦 , July 10, 1995, 4 exs, 布村昇

ヘラムシ亜目Valvifera
へラムシ科 Idoteidae

オホーツクへラムシ Idotea ochotenis Brandt, 
1856

〔調査標本〕利尻島沼浦 , 4 ♂♂ 7 ♀♀ , July 7, 
1995, 布村昇 ; 利尻島沼浦 , 1 ♀♀ , July 9, 1995, 
布村昇 ; 利尻島金崎 , 1 ♂ , July 8, 1995, 布村昇 ; 
利尻島沼浦 , 2 ♀♀ , July 10, 1995, 布村昇 ; 利尻
島野塚 , 5 ♂♂ 3♀♀ , July  8, 1995, 布村昇 ; 利
尻島ポロフンベ , 2 ♂♂ 2♀♀ , July 8, 1995, 布
村昇 ; 礼文島尺忍 , 2 ♂♂ 9♀♀ , July 9, 1995, 布
村昇; 礼文島奮部, 1♂1♀, July 9, 1995, 布村昇; 
礼文島スコトン岬, 3♀♀ , July 10, 1995, 布村昇; 
礼文島差閉 , 4 ♀♀ , July 10, 1995, 布村昇 ; 稚内
市ノシャツプ岬 , 1 ♂ 2♀♀ , July 12, 1995, 布村
昇 ; 稚内市富士見 , 2 ♂♂ 3♀♀ , July 11, 1995, 
布村昇

有扇亜目 Flabellifera
コツブムシ科 Sphaeromatidae

マルコツブムシGnorimoshaeroma ovatum（Gur-
janova, 1933）

〔調査標本〕利尻島仙法志 , May 10, 1995, 28 
exs, 佐藤雅彦 ; 利尻島野塚 , July 8, 1995, 33 exs, 
布村昇 ; 利尻島ポロフンベ , July 8, 1955, 5 exs, 
布村昇 ; 礼文島スコトン岬 , July 10, 1955, 25 
exs, 布村昇 ; 利尻島蘭越 , July 11, 1955, 17 exs, 
布村昇 ; 礼文島差閉 , July 9, 1995, 28 exs, 布村
昇 ; 礼文島浜中 , July 10, 1995, 16 exs, 布村昇 ; 
稚内富士見 , July 6, 1955, 5 exs, 布村昇
イソコツブムシ属 Gnorimoshaeroma の仲間は
我が国の海岸で時に多産するが，生息地は限られ
ている．しかし，利尻島・礼文島・稚内海岸の多く
の場所で潮間帯から潮下間にかけて最も多くみられ
る．また，多くの微妙な変異が知られている．

レブンコツブムシ Gnorimoshaeroma rebunense 
Nunomura, 1998

〔調査標本〕礼文島久種湖水深 10 - 40cm, 8 ♂♂
17 ♀♀，布村昇．
模式産地．本種のタイプ標本は富山市科学文化セ
ンター，副模式は利尻町立博物館などに保管されて
いる．



21利尻島及びその周辺の等脚目甲殻類

シ リ ケ ン ウ ミ セ ミ Dynoides dentisinus Shen, 
1929

〔調査標本〕利尻島仙法志 , July 7, 1995, 8 ♂♂
21 ♀♀ , 布村昇 ; 利尻島沓形 , July 7, 1995, 1 ♂
5 ♀♀ , 布村昇 ; 稚内市富士岬 , July 9, 1995, 1 ♂
5 ♀♀ , 布村昇
海藻や石の裏側に多数生息する．

スナホリムシ科Cirolanidae
ヒメスナホリムシExcirolana chiltoni Richardson, 
1905

〔調査標本〕利尻島沼浦 , July 7, 4 ♀ , 布村昇 ; 利
尻島金崎 , July 8, 1 ♀ , 布村昇 ; 礼文島浜中 , July 
10, 1995, 5 ♀♀ , 布村昇 ; 稚内市坂の下 , July 
12, 1995, 3 ♀♀ , 布村昇 ; 稚内市 , Aug16, 1995, 
1 ♂ , 佐藤雅彦
砂浜の汀線付近に時に多産する．

ワラジムシ亜目Oniscidea
フナムシ科

キタフナムシLigia cinerascens Budde-Lund, 1828
〔調査標本〕利尻島仙法志 , July 7, 1995, 3 ♂♂
6♀♀ , 布村昇 ; 利尻島金崎 , July 8, 1995, 1 ♂ , 
布村昇 ; 利尻島沓形 , July 8, 1995, 1 ♂ , 布村昇 ; 
利尻島蘭越 , July 11, 1995, 1 ♀ , 布村昇 ; 礼文島
知床 , July 9, 1995, 2 ♂♂ , 布村昇 ; 礼文島スコト
ン岬 , July 10, 1995, 2 ♂♂ , 布村昇
これらの標本はすべて第 2触角の鞭数が少ない
ことなど，キタフナムシの特徴を備えているが，仙
法志と知床，スコトン岬の雄個体にはその第 1胸
脚の指節に突起があるところから Ligia exotica と
の共通点も見いだされ，典型的な cinerascens では
ない．

ニホンヒメフナムシ Ligidium japonicum Ver-
hoeff, 1918

〔調査標本〕利尻島, 沼, July 1995布村昇; 利尻島, 
野塚東ノドットマリ , May 27, 1995, 2 ♀♀ , 佐藤
雅彦 ; 利尻島野塚東ノドットマリ , June 8, 1995, 
1 ♀．佐藤雅彦 ; 利尻島野塚東ノドットマリ．May 

19, 1995, 3 ♀♀ , 佐藤雅彦 ; 稚内市宝来 ( 稚内神
社裏 ), July 12, 1995, 3 ♀♀ ( 抱卵 )．布村昇 ; 利
尻島利尻町沓形登山道沿トドマツ･エゾマツ林 alt 
400m, June 20, 2000, 2 ♂♂ 1♀ , 前原忠 ( 坂寄
廣 ); 利尻島利尻町沓形登山道沿トドマツ･エゾマツ
林 alt 400m, June 20, 2000, 1 ♂ 1♀ , 前原忠 (坂
寄廣 ); 利尻島利尻町沓形登山道沿トドマツ･エゾ
マツ林 alt 400m, June 20, 2000, 1 ♂ 1 ♀ , 前原
忠 ( 坂寄廣 ); 利尻島利尻町沓形登山道沿トドマツ･
エゾマツ林 alt 400m, June 20, 2000, 5 ♂♂ 8♀
♀ , 前原忠 ( 坂寄廣 ); 利尻島利尻町沓形登山道沿ト
ドマツ･エゾマツ林 alt 400m, June 20, 2000, 4 ♂
♂ 2 ♀♀ , 前原忠 ( 坂寄廣 ); 利尻島利尻町沓形登
山道沿トドマツ･エゾマツ林 alt 400m, No.8, June 
20, 2000, 2 ♂♂ 1♀ , 前原忠 ( 坂寄廣 ); 利尻島利
尻町沓形登山道沿トドマツ･エゾマツ林 alt 400m, 
No.9, June 20, 2000, 9 ♂♂ 5♀♀ , 前原忠 ( 坂寄
廣 ); 利尻島利尻町沓形登山道沿トドマツ･エゾマツ
林 alt 400m, June 20, 2000, 2 ♀♀ , 前原忠 ( 坂寄
廣 ); 利尻島利尻町沓形登山道沿トドマツ･エゾマツ
林 alt 200m, June 21, 2000, 4 ♂♂ 4♀♀ , 前原
忠 ( 坂寄廣 ); 利尻島利尻町沓形登山道沿トドマツ･
エゾマツ林 alt 200m, June 21, 2000, 1 ♀ , 前原
忠 ( 坂寄廣 ); 利尻島利尻町沓形登山道沿トドマツ･
エゾマツ林 alt 200m, June 21, 2000, 3 ♂♂ 2♀
♀ , 前原忠 ( 坂寄廣 ); 利尻島利尻町沓形登山道沿
トドマツ･エゾマツ林 alt 200m, June 21, 2000, 2
♂♂ 3 ♀♀ , 前原忠 ( 坂寄廣 ); 利尻島利尻町沓形
登山道沿トドマツ･エゾマツ林 alt 200m, June 21, 
2000, 4 ♂♂ 4 ♀♀ , 前原忠 ( 坂寄廣 ); 利尻島利
尻町沓形登山道沿トドマツ･エゾマツ林 alt 200m, 
June 21, 2000, 2 ♂♂ 2 ♀♀ , 前原忠 ( 坂寄廣 ); 
利尻島利尻町沓形登山道沿トドマツ･エゾマツ林 alt 
200m, June 21, 2000, 1 ♂ , 前原忠 ( 坂寄廣 ); 利
尻島利尻町沓形登山道沿トドマツ･エゾマツ林 alt 
200m, 定性 , June 21, 2000, 7 ♂♂ 11 ♀♀ , 前原
忠 (坂寄廣 ); 利尻島利尻町沓形登山道沿ミヤマハン
ノキ･ダケカンバ林 alt 600m, June 22, 2000, 2 ♂
♂ 1♀ , 前原忠 ( 坂寄廣 )
利尻島の野塚東ノドットマリでは佐藤雅彦氏に
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よってさらに多くの標本が収集されている．利尻島
では湿潤な森林で普遍的に見られるようである．

ハマベワラジムシDetonella japonica Nunomura, 
1984

〔調査標本〕利尻島仙法志 , July 7, 1995, 5 exs, 
布村昇 ; 利尻島金崎 , July 10, 1995, 10 exs, 布村
昇; 利尻島ポロフンベ, July 8, 1995, 1 ex, 布村昇; 
利尻島長浜 , July 11, 1995, 4 exs, 布村昇 ; 礼文島
差閉 , July 9, 1995, 4 ♀♀ , 布村昇 ; 礼文島スコト
ン岬 , July 10, 1995, 7 exs, 布村昇 ; 稚内市ノシャ
ツプ岬 , July 12, 1995, 3 ♀♀ , 布村昇 ; 稚内市稚
内港 , July 12, 1995, 1 ♀ , 布村昇

ニッポンハマワラジムシArmadilloniscus japoni-
cus Nunomura, 1984

〔調査標本〕利尻島仙法志 , July 7, 1995, 21 exs, 
布村昇 ; 利尻島沓形 , May 12, 1995, 2 exs, 佐藤
雅彦 ; 利尻島ポロフンベ , July 8, 1995, 6 exs, 布
村昇 ; 利尻島長浜 , July 11, 1995, 1 ex, 布村昇 ; 
稚内市稚内港 , July 12, 1995, 1 ♀ , 布村昇

ニッポンヒイロワラジムシ Littorophiloscia nippo-
nensis Nunomura, 1986

〔調査標本〕利尻島仙法志 , July 7, 1995, 1ex, 布
村昇
飛沫帯の大きな岩盤の割れ目に生息していた．

ワラジムシ Porcellio scaber Latreille, 1804
〔調査標本〕利尻島仙法志 , May 25, 1995, 佐藤雅
彦 ; 利尻島野塚東ノドットマリ , May 19, 1995, 3
♀♀ , 佐藤雅彦 ; 利尻島仙法志 , July 7, 1995, 2 ♂
♂ 2♀♀ , 布村昇 ; 利尻島金崎 , July 8, 1995, 2 ♂
♂ , 布村昇 ; 利尻島仙法志植物園 , May 31, 1995, 
2♂♂6♀♀, 佐藤雅彦; 利尻島ポロフンベ, July 8, 
1995, 1 ♂ , 布村昇 ; 利尻島旭浜 , July 7, 1995, 2
♂♂ 2♀♀ , 布村昇 ; 利尻島蘭越 , July 11, 1995, 
2 ♀♀ , 布村昇 ; 利尻島長浜 , July 11, 1995, 1 ♀ , 
布村昇 ; 礼文島尺忍 , July 9, 1995, 1 ♀ , 布村昇 ; 
礼文島差閉 , July 9, 1995, 3 ♀♀ , 布村昇 ; 稚内市

富士見 , July 6, 1995, 2 ♀♀ , 布村昇 ; 稚内市坂の
下 , July 12, 1995, 2♀♀ , 布村昇 ; 稚内市稚内港 , 
July 12, 1995, 1 ♂ 1 ♀ , 布村昇 ; 稚内市ノシャッ
プ岬 , July 12, 1995, 1 ♀ , 布村昇
本種はヨーロパ原産の移入種と考えられるが，利
尻島はじめ礼文島，稚内ともに個体数が多く，特に
近年激増している．

利尻島およびその周辺の海岸等脚類相の特徴
１．北方系種と南方系種が共存する．個体数ではオ
ホーツクヘラムシやマルコツブムシなどの北方
系種とみなされる種類もしくは分布の中心が，
北日本以北にあるものがやや多いようであるが，
種類数では南方系種，もしくは分布の中心が，中
央日本以南にあるものが多い．これは対馬暖流
の影響が及んでいるためであろうと思われる．

２．北海道太平洋岸で顕著に多産する典型的な冷水
系要素であるシオムシを欠く．全体として潮間
帯生息種は道内太平洋側との共通種は少なく，
むしろ東北地方日本海側や北陸との共通種が多
かった．

利尻島及淡水等脚類相の特徴
１．利尻島ではミズムシの生息が知られていたとい
うが , 今回は確認されなかった．池沼や河川での
生息の可能性は有ると考えられる．なお，礼文
島からもミズムシの生息は確認できなかった．

２．礼文島久種湖のコツブムシは従来知られている
Gnorimoshaperoma 属の他の種とも相違し，G. 
rebunensisとして記載した．利尻島ならびに稚内市
内のコツブムシの生息は確認できなかった．

３．稚内市内のメグマ沼には多くのミズムシの生息を
確認したがほかの淡水種は確認できなかった．

利尻島の陸産等脚類（ワラジムシ）相の特徴
１．平野部の人間営為の及ぶところではワラジムシ
Porcellio scaber がきわめて多産する．しかし，森
林内はLigidium japonicumが優占している（前原
ほか，2003）．北海道，東北，北陸にかけて本種
が多産するが，多くの人々が指摘するように，利尻
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島では特に密度が高いと思われる．本種はヨーロッ
パ原産と考えられる( 布村，1976) が，シベリアを
経由して比較的以前に日本に入ったという考えも，極
東にあまり見かけ無いということや，近年の増加の状
況から考えても，近年になって入った移入種ではな
いかと考えられる．

２．森林地帯など人間の営為が及ばず，適度な湿り
気のある場所は，ニホンヒメフナムシが唯一の等
脚類である．ワラジムシが入る前は本種 1種だ
けが卓越していたのではないかと考えられる．

３．利尻島の海浜種は自然海岸が比較的よく残って
いるため，種類数，個体数とも豊富である．利
尻島周辺各地のワラジムシ相にはキタフナムシ
やハマベワラジムシなどのいわゆる北方系要素
とニッポンハマワラジムシやニッポンヒイロワ
ラジムシなどの南方系と考えられる要素が混在
する．

４．利尻島における環境指標としての陸産等脚類は
すでに寺田が報告している（寺田，1992）．
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